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D 75 日本および韓国の女子学生の社会的態度と被服行動との関係

鳴門教育大学院　○朴　賛京　　　 鳴門教育大学　所　康子　藤原康晴

被　　服

目的　現代の大学生は服装に対して高い関心を持ち、 自分自身を表現する一つの手段と

して被服を用いている。 本研究では、 日本と韓国における女子学生の社会的態度一社会に

対する考え方－を測定し、 この社会的態度が服装関心度および伝統被服に対する態度、 着

用にどのように影響しているかを比較検討した。

方法　社会的態度については、 加藤らによって作成された40項目のうち、27.項目を用い

て測定した。　評定結果をもとに、 因子分析によって基本的因子を抽出し、 日本と韓国の違

いを検討した。　服装関心度は、 服装への関心の程度を測定する18項目を用いて測定し、 伝

統被服に対する態度は伝統被服に対する好意的あるいは非好意的な内容を持つ20項目によ

って測定した。　伝統被服の着用行動については、 伝統被服の１年間`あたりの着用回数、 所

持枚数などを測定した。　各対象者の服装関心度の得点と伝統被服に対する態度得点は、 各

項目信頼性分析後への反応得点を合計して算出した。
結果　社会的態度に対する因子分析の結果、 ４つの因子が抽出され、 第１因子;　革新的

態度（因子寄与率12.2% ）、 第２因子;合理的・個人的態度（9.1%）、第３因子;感覚的･娯楽的

態度（7.5％）、第４因子；伝統的態度（5.4)0で、 ４因子の累積寄与率は34.2%であった。　この

社会的態度の各対象者の因子得点を用い、 服装関心度、 伝統被服に対する態度およびの着

用とクロ ス分析を行った結果、 日本の場合には、 感覚的・娯楽的態度が強い者は服装関心

度が高く、 韓国の場合には、 革新的態度が強い者は服装関心度が高い結果を得た。　また、

日韓いずれにおいても伝統被服に対する態度と社会的態度との関連は認められなかった。

D 76　　　　 外国 製品の購買心理と表示の認識

共立女大家政　　 小林茂雄

＜目的＞近年、消費者の価値観が多様化し。消費の多様化が進んでおり, 先進諸国からの

輸入品 が増加している。ま た。一方 では 人件費 の高騰に伴って,   N I E  s 諸国からの輸入

品も 増加している。　こ のような情勢 のなかで。消 費者にとって外国製品の表示には無関心

ではい られな くなっ てき ている。本報告は。科学研究 費総合 研究「消費者問題としての表

示に関する家 政学的研究」の一環とし て。被服心理学部会が行なっ た研究 の報告 である。

＜方法＞ アンケ ート 調査は19  9  1 年１ 月に実施し た。なお 、調査対象者は被服心 理学 部

会員の協力を得て、できるだけ全国各地にわたるように配慮し た。有効回答数は女子学 生

（ 短大生・ 大学生）8  9 8  名、母 親（ 女子学生 の母親）7    7   6名であ る。また、 調査内容

は外国製 衣料を中心に製 造国の好 みや 意識度、 ラベル表示に対する意見や実態などであ る。

調査デ ータは女子学生と 母親の対 比。 地域差の影響を 考慮し ながら検討し た。

＜ 結果＞ 外国 製品の購入志向の強い品目は学生、母親ともに バックであり。 逆に国産品 の

購入志 向の強い 品目 は女性用内衣であ る。また、学生、母親とも に製 造国は気にすると 回

答し ており、 全体的 には学生の方が母親よりも気にする程度は強い が、地 域差も みられる。

衣料品購入時にラペル表示を 必ずみるかについては、学生、 母親ともに表示をみると 回答

しているが。地域に関係なく母親の方 がそ の程度は学生より強い。

＜付記＞本発表はこの研究テ ーマの代表責 任者が発表するが、アンケ ート 調査票の作成に

は 藤原康 晴先生（ 鳴門 教育大）、 また。 アンケート 調査の実施には調 査対象校の先生方の

協力を 得た。
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